
金沢泉丘高校
ＧＩＧＡ校内研修



Ｒ３ ＧＩＧＡ校内研修の予定

４月 ステージⅠⅡ 動画視聴

５月～６月 ステージⅢ 動画視聴

７月～９月 各自 授業実践①「まずは使ってみよう」

簡単に報告(良かったところ・失敗)

10月～１月 各自 授業実践②

簡単に報告

※他に テーマ別校内研修(3人1組)「質問力向上」「本質に触れる」



４月
• ４月当初 クロームブック 箱から出していないまま

• ４月初 副校長 SSH・SGH手伝いで

２カート分使用できるように調整

• ４月末 予約簿(紙)を作成→２カート使用可能

使える人から使用が進む

探究活動の説明や実験 数学のジオジブラ

理科の実験後のデータ処理を家で各自行える

実践報告



５月
・１カートを１年１０Ｈに常設 本当の１人１台

充電がすぐ切れる ←カートの電源がうまく入っていなかった

・クロームブックを説明するときに教師用が必要

→ １カート40台から44台に変更

教師用のクロームブック画面をプロジェクターで

投影するためのHDMIとつなぐアダプターが必要になる

→ 事務に希望

・5/13までに使う人はかなり頻繁に使用 特に課題研究

2人に1台のPCではなく各自が教室で同時に書き込めるので

班員が共有すれば課題研究に使いやすい

・かなり使用がかぶってきたのでカートもう３台使用できるように調整

予約簿をイントラネット内に作成

実践報告



クロームブック予約の仕方



カート1・２ ５階 地学準備室 →１年フロア

カート３ ５階 １０Ｈ教室
カート４ ３階 進路指導室 →３年フロア
カート５･６ ４階 物理準備室 →２年フロア



5/20 GIGA校内研修
本校ＨＰより

本日(5/20)GIGA校内研修を行いました。

GIGAスクール構想における1人1台パソコンの使用に向け、クロームブック
の基本操作、Googleクラスルームの活用法、Googleジャムボードの
使用法等を学びました。今後、全職員が授業で活用していきます。

実践報告



６月
ステージ３視聴 教頭に報告

カート1・２ ５階 地学準備室 →１年フロア

カート３ ５階 １０Ｈ教室

カート４ ３階 進路指導室 →３年フロア

カート５･６ ４階 物理準備室 →２年フロア

実践報告

７月
･クロームブックさらに105台加わる(カート＋２台) 合計373台

カート７･８ ３階 職員室 →３年フロア



８月
･クロームブックを２階の数学研究室 及び３階の職員室に動かす

９月

･各自授業での実践① 「まずは使ってみよう」
７月～9/27 ２学期中間考査まで

「良かった点」「良くなかった点」のファイル入力

･中間考査中に各自ファイルの共有

→ ファイルをふまえて 10月「授業実践②」

･職員会議で各教科に研修センターからの研修募集

実践報告



5/24～6/26 普通授業 探究授業 補習 部活動

合計１５３ ６２ ７８ ４ ９

6/28～7/31 普通授業 探究授業 補習 部活動

合計１５４ ６７ ５１ ３０ ６

数学 英語 日本史

世界史 地理 思考基礎

化学 物理 体育

古典 英語 日本史

世界史 地理 思考基礎

体育 保健 音楽 美術

授業使用回数



8/30～9/25 普通授業 探究授業 補習 部活動

合計１０２ ３６ ４２ １４ １０
英語 現代文

思考基礎 保健 体育

授業使用回数



7月～9月 「実践①まずは使ってみよう」

地歴公
民

江下 光幸
５月～７
月

１１Ｈ ＳＧ探究基礎

・googleスライドを共有し、班員が一斉に資
料作成をすることができる。
・生徒が調べたい内容をすぐにネット検索で
きる。
・手書きよりも文章入力や訂正が容易である。
・場所を選ばず、ネット環境が整っていれば
どこでも編集可能。

・いつでもどこでも編集が可能な分、こち
らから制限をかけないと、資料作成にどこ
までも時間をかけてしまう子たちがいたこ
と。
・紙媒体を想定していないアプリケーショ
ンなので、紙媒体にして、記録・評価した
い際には不便である。

・時間制限を設けるなどの工夫が必要。

地歴公
民

加護 涼祐 6月17日２１Ｈ 摂関政治

・授業準備段階において、ワークシートや資
料プリントを印刷する手間が省けた。これら
はすべて、クラスルームにあげておいた。
・授業中、生徒が疑問点をすぐにインター
ネットで検索できた。教師がすべて説明しな
くても済む。
・手書きよりも文章入力や訂正が容易なため、
授業中の生徒は文章作成に抵抗がなさそう
だった。

・プリント等の配布時間は省略できたが、
クロームブックの配付と回収に結局時間が
とられたので、差し引きゼロ（むしろマイ
ナス？）であった。
・資料への書き込みができないため、資料
読解がやりにくそうだった。また、紙媒体
で手元に残るものがないため、復習が難し
いか？
・googleドキュメント上に入力をさせると、
生徒の記述内容を教師が把握する際に１つ
１つドキュメントファイルを開く必要があ
り、面倒である。

・クロームブックの配布＆回収に時間
がとられる問題については、教師の授
業が連続している場合、もう諦めるし
かない。
・授業後に結局紙媒体で資料を配る必
要があるか？
・生徒に何かを記述させる際には、
googleフォームの方が良いのか？

授業実践報告 実践①「まずは使ってみよう」

教科 氏名 実践日 実践クラス実践内容 良かった点 良くなかった点 改善策

実践報告

共有ファイルで報告

「使用内容」「良かった点」「良くなかった点」「改善策」



7月～9月

地歴公
民

江下 光幸
５月～７
月

１１Ｈ ＳＧ探究基礎

・googleスライドを共有し、班員が一斉に資
料作成をすることができる。
・生徒が調べたい内容をすぐにネット検索で
きる。
・手書きよりも文章入力や訂正が容易である。
・場所を選ばず、ネット環境が整っていれば
どこでも編集可能。

・いつでもどこでも編集が可能な分、こち
らから制限をかけないと、資料作成にどこ
までも時間をかけてしまう子たちがいたこ
と。
・紙媒体を想定していないアプリケーショ
ンなので、紙媒体にして、記録・評価した
い際には不便である。

・時間制限を設けるなどの工夫が必要。

地歴公
民

加護 涼祐 6月17日２１Ｈ 摂関政治

・授業準備段階において、ワークシートや資
料プリントを印刷する手間が省けた。これら
はすべて、クラスルームにあげておいた。
・授業中、生徒が疑問点をすぐにインター
ネットで検索できた。教師がすべて説明しな
くても済む。
・手書きよりも文章入力や訂正が容易なため、
授業中の生徒は文章作成に抵抗がなさそう
だった。

・プリント等の配布時間は省略できたが、
クロームブックの配付と回収に結局時間が
とられたので、差し引きゼロ（むしろマイ
ナス？）であった。
・資料への書き込みができないため、資料
読解がやりにくそうだった。また、紙媒体
で手元に残るものがないため、復習が難し
いか？
・googleドキュメント上に入力をさせると、
生徒の記述内容を教師が把握する際に１つ
１つドキュメントファイルを開く必要があ
り、面倒である。

・クロームブックの配布＆回収に時間
がとられる問題については、教師の授
業が連続している場合、もう諦めるし
かない。
・授業後に結局紙媒体で資料を配る必
要があるか？
・生徒に何かを記述させる際には、
googleフォームの方が良いのか？

授業実践報告 実践①「まずは使ってみよう」

教科 氏名 実践日 実践クラス実践内容 良かった点 良くなかった点 改善策

実践報告

共有ファイルで報告

「使用内容」「良かった点」「良くなかった点」「改善策」

「実践①まずは使ってみよう」



１１Ｈ ＳＧ探究基礎

・googleスライドを共有し、班員が一斉に資
料作成をすることができる。
・生徒が調べたい内容をすぐにネット検索で
きる。
・手書きよりも文章入力や訂正が容易である。
・場所を選ばず、ネット環境が整っていれば
どこでも編集可能。

・いつでもどこでも編集が可能な分、こち
らから制限をかけないと、資料作成にどこ
までも時間をかけてしまう子たちがいたこ
と。
・紙媒体を想定していないアプリケーショ
ンなので、紙媒体にして、記録・評価した
い際には不便である。

・時間制限を設けるなどの工夫が必要。

２１Ｈ 摂関政治

・授業準備段階において、ワークシートや資
料プリントを印刷する手間が省けた。これら
はすべて、クラスルームにあげておいた。
・授業中、生徒が疑問点をすぐにインター
ネットで検索できた。教師がすべて説明しな
くても済む。
・手書きよりも文章入力や訂正が容易なため、
授業中の生徒は文章作成に抵抗がなさそう
だった。

・プリント等の配布時間は省略できたが、
クロームブックの配付と回収に結局時間が
とられたので、差し引きゼロ（むしろマイ
ナス？）であった。
・資料への書き込みができないため、資料
読解がやりにくそうだった。また、紙媒体
で手元に残るものがないため、復習が難し
いか？
・googleドキュメント上に入力をさせると、
生徒の記述内容を教師が把握する際に１つ
１つドキュメントファイルを開く必要があ
り、面倒である。

・クロームブックの配布＆回収に時間
がとられる問題については、教師の授
業が連続している場合、もう諦めるし
かない。
・授業後に結局紙媒体で資料を配る必
要があるか？
・生徒に何かを記述させる際には、
googleフォームの方が良いのか？

実践①「まずは使ってみよう」

実践クラス実践内容 良かった点 良くなかった点 改善策

8/26 イントラに掲示

GIGA校内研修 実践①「まずは使ってみよう」の報告内容に

「GIGAスクールサポート課からのしてほしいアドバイス」
の項目を追加しました。
授業で使ってみて改善策がわからない場合や使ってみて出てきた疑問・こんなこと
ができないか等、あればどんどん記入ください。
もうすでに授業で使った方はお早めに記入ください。

GIGAスクールサポート課から
してほしいアドバイス



授業での実践① 「まずは使ってみよう」

50分まるまるでなくても

「まずは使うことに慣れるために

とりあえず使ってみよう」

「使ってみて発見した

良い部分や不都合な部分を

みんなで共有しよう」



授業での実践① 「まずは使ってみよう」

実践内容

国語
Google form
スプレッドシート

○現代文の教材について、わからない箇所や疑問点をgoogle formに入力
させた。



国語
Google form
スプレッドシート

○現代文の教材について、わからない箇所や疑問点をgoogle formに入力
させた。

意見の集約



国語

良かった点

・スプレッドシートを使うことで、質問の集約
が簡単にできる。

良くなかった点

・特になし



実践内容

地歴公民

○ googleスライドを共有し、班員に一斉に資料作成をさせた。
生徒はすぐにネット検索。

○普段の授業では見せない資料を見せることができた。

○提示したデータから簡単に統計地図を作る。

Google form
Googleスライド
ネット検索

○人口と人口密度はそれぞれどのような地図で表すことが効果的なのか
を考えさせる。



実践内容

地歴公民

○ googleスライドを共有し、班員に一斉に資料作成をさせた。
生徒はすぐにネット検索。

○普段の授業では見せない資料を見せることができた。

○提示したデータから簡単に統計地図を作る。

Google form
Googleスライド
ネット検索

○人口と人口密度はそれぞれどのような地図で表すことが効果的なのか
を考えさせる。

資料の共有
ネット検索
地図の作製



地歴公民
良かった点
・googleスライドを共有し、班員が一斉に
資料作成をすることができる。
・生徒が調べたい内容をすぐにネット検索
できる。
・手書きよりも文章入力や訂正が容易で
ある。
・場所を選ばず、ネット環境が整っていれ
ばどこでも編集可能。

・授業準備段階において、ワークシートや
資料プリントを印刷する手間が省けた。
これらはすべて、クラスルームにあげて
おいた。
・生徒が疑問点をすぐにインターネットで
検索できた。教師がすべて説明しなくて
も済む。
・手書きよりも文章入力や訂正が容易なた
め、生徒は文章作成に抵抗がなさそう
だった。・提示したデータから簡単に統計地図

を作ることができた。
・相対区分図と絶対区分図を作成でき
るので、その違いを考えさせること
ができた。

・人口と人口密度はそれぞれどのよう
な地図で表すことが効果的なのかを
考えさせることができる。

・統計地図の作成が容易にできる。



地歴公民
良くなかった点

・いつでもどこでも編集が可能な分、こ
ちらから制限をかけないと、資料作成
にどこまでも時間をかけてしまう子た
ちがいたこと。
・紙媒体を想定していないアプリケー
ションなので、紙媒体にして、記録・評
価したい際には不便である。

・プリント等の配布時間は省略できたが、
クロームブックの配付と回収に結局時
間がとられたので、差し引きゼロ（むし
ろマイナス？）であった。
・資料への書き込みができないため、資
料読解がやりにくそうだった。また、紙
媒体で手元に残るものがないため、復
習が難しいか？
・googleドキュメント上に入力をさせると、
生徒の記述内容を教師が把握する際
に１つ１つドキュメントファイルを開く必
要があり、面倒である。・地域や作成できる地図の種類が限られ

ていること、特に日本の都道府県の地
図が作成できないといった制約がある。
・自作の画面上の地図と配布した紙の地
図を比較するという、アナログな授業に
なってしまった。

・作成できる地図の種類が限られてい
ること。

・理科棟ではWi-Fiがつながりにくい
こと。



実践内容

○データの分析単元テストで実施
最初の30分で問題を解かせ、残り時間で答えをgoogleform上に入力させた。

○2次関数のグラフの平行移動をジオジブラを利用して理解を深めた。

○重心や外心などジオジブラを利用して図示させた

数学

描いた図形は動かすことができるので、オイラー線の考察など様々な活動を
することができた。

Google form
ネット ジオジブラ

○斜交座標の考察

○ベクトル方程式の考察

○ 2次関数の最大値・最小値の考察にジオジブラを用いた。



実践内容

○データの分析単元テストで実施
最初の30分で問題を解かせ、残り時間で答えをgoogleform上に入力させた。

○2次関数のグラフの平行移動をジオジブラを利用して理解を深めた。

○重心や外心などジオジブラを利用して図示させた

数学

描いた図形は動かすことができるので、オイラー線の考察など様々な活動を
することができた。

Google form
ネット ジオジブラ

○斜交座標の考察

○ベクトル方程式の考察

○ 2次関数の最大値・最小値の考察にジオジブラを用いた。

小テスト
ジオジブラ



数学

良かった点

・採点の手間がいらない
・生徒はすぐに自分の弱点がわかる
・教員も生徒の弱点を把握できる

・生徒自身の手で動かすことができるので、
より理解が深まったと考えられる。

・描いた図形は動かすことができるので、
オイラー線の考察など様々な活動を
することができた。

・実際に自分の手で点やベクトル、
パラメータを動かせるので実感で
きる。

・媒介変数の変化と点の移動が視覚

的に理解できる点。

・イメージがしやすく、早い理解に
つながった。



数学

良くなかった点

・操作に不慣れな生徒が多く時間が
かかる。

・出した答えが正しいか誤っている
かしか評価できない。途中生徒が
どのように考えたか評価できない。

・こちらですべて関数を用意していた
ので、面白味にかけた。

・ジオジブラの使い方について説明
が多くなり、置いて行かれた生徒
が何名かいた。

・操作が慣れるまで難点。

・早期理解にはつながるが、深く考え
る時間が少なくなるため、見せたり
触らせるタイミングは注意が必要。



実践内容

○学習履歴の記入にスプレッドシートを利用
テストの復習にGoogleフォームを利用

○スプレッドシートを利用して、理科実験のデータ分析・ドキュメントを活用した
レポート作成

理科

○ばね定数測定実験でデータ処理にスプレッドシート使用
空白のシートに実験データを入力後グラフ作成
トレンドラインでグラフの方程式から傾きを求めばね定数を測定する

○気体分子の運動のシミュレーションサイトを利用した。

○単位格子のシミュレーションサイトを利用した。

スプレッドシート
Google form
ネット シミュレーションサイト



実践内容

○学習履歴の記入にスプレッドシートを利用
テストの復習にGoogleフォームを利用

○スプレッドシートを利用して、理科実験のデータ分析・ドキュメントを活用した
レポート作成

理科

○ばね定数測定実験でデータ処理にスプレッドシート使用
空白のシートに実験データを入力後グラフ作成
トレンドラインでグラフの方程式から傾きを求めばね定数を測定する

○気体分子の運動のシミュレーションサイトを利用した。

○単位格子のシミュレーションサイトを利用した。

スプレッドシート
Google form
ネット シミュレーションサイト

データ処理
レポート作成
復習テスト
シミュレーションサイト



良かった点

理科

・スプレッドシートを使うことで配布と回収の
手間が省ける。
・Googleフォームを使うことで、その場で正答
率などが分かる。

・生徒の提出確認がスムーズ。またチェッ
クが簡単で、その場で生徒に修正が求
められる。

・一人1台のネット接続できる端末があるこ
とで、普段の授業では見せない資料を見
せることができた。

・生徒自身でパラメーターをいじることが
できるので、より生徒が分子の運動の
様子をイメージしやすくなった。

・空間認知力が低くても単位格子の特徴
を捉えやすい。
・一人一台模型を用意する必要がない。
・自分のペースで模型を操ることができる。

・考察が時間内に間に合わなかった生徒は
家でグラフが見られたりその続きができる
ため、遅い生徒も自分のペースでしっかり
と考察ができる。
・保存しなくても保存になるため保存し忘れ
でデータが消えることもない。



良くなかった点

理科

・実験室にWiFiがないためつながるまでに
時間がかかる。
・パスワードを覚えていないため、それを
確認するのに時間が必要になった。
・片付けはその機種の番号のところに収
納するため時間がかかり次の掃除に間
に合わなくなった。
・各自スプレッドシートで行うため、それぞ
れがどこまでできていたかの把握が難し
い。

・クロムブックの配付と回収に時間がかかる。
・生徒はPC操作に不慣れで、紙に書く方が早
く終わる。
・化学式(硫酸イオンなど)を文で表すことがで
きず、図として取り込ませる必要があり、手
間がかかる。同様に、生徒の解答にも縛りが
出てくるため出題できる問題が限られる。

・準備に時間がかかる。
・生徒に黒板に提示するときに拡大が
不十分で見にくい。

・理科講義室で使用しようとしたが、Wi-Fiが弱
くてブラウザに接続できなかった。

・準備・配布に時間がかかった。毎時間行う
には授業時数が足りない。

・補習用のクラスを用意していなかったので
サイトにたどり着きにくい生徒がいた。



実践内容

○情報をインターネット上の動画サイト等から収集し、その概要やそれに
対する自分の考えをスプレッドシートにまとめ、クラスメイトに発表する。

○レポート作成及びプレゼンテーション

○海外の学生との交流会
○研究のプレゼンテーション

外国語

スプレッドシート

○英語エッセイの作成

○英文レターの作成

○海外の大学生とのオンライン交流

Google ドライブ



実践内容

○情報をインターネット上の動画サイト等から収集し、その概要やそれに
対する自分の考えをスプレッドシートにまとめ、クラスメイトに発表する。

○レポート作成及びプレゼンテーション

○海外の学生との交流会
○研究のプレゼンテーション

外国語

スプレッドシート

○英語エッセイの作成

○英文レターの作成

○海外の大学生とのオンライン交流

情報収集
レポート作成
オンライン交流会
エッセイ・レターの作成
プレゼンテーション



良かった点

外国語

・情報収集に用いるYouTubeのサイトでは
字幕の有無や再生速度を視聴者が自由
に選べるため、生徒に自らの習熟度に
応じて画面表示や速度等の視聴環境を
カスタマイズさせたうえで動画を視聴さ
せることができる。

・レポートの中間提出及び最終提出を
google driveで行うことができた点。
・レポート作成の際、グラフや表の取り込
みを、web上から行うことができた点。
・プレゼンの際、タブレットとして活用でき
たため、スライド等を簡単にグループ内
で共有できた点。

・交流会の中でスライドを簡単に共有できた。・これまでは、PC室の確保が困難だった
が、教室で指示しながら授業を行える。

・課題の提出を効率よくさせることが
できた。

・課題の提出をチェックする時間が必要
ない。

・各教室で指示をして授業が行えるので、
授業の設定がしやすい。

・少人数での交流が小気味よくできた。



良くなかった点

外国語

・Chromebookの配付及び回収・収納に
時間がかかる。

・単に作業効率を上げるためのツールと
してしか活用できなかった点。

・回収や収納に時間がかかるため、実質
授業時間が短くなる。PCで作成したパ
ワポのレイアウト？が崩れてしまった。

・出し入れに多少、時間がかかる。

・chromebookの入っているカートの
移動および充電切れ。

・文字を打つのに慣れている生徒とそう
でない生徒で時間に差が出る。

・準備や片付けにかなりの時間がかかって
しまう。

・隣にいる生徒の声がかぶり聞きづらく
なることがあった。



実践内容

○オリンピックに関する調べ学習、レポート作成

保健体育

スプレッドシート

○スポーツのルールと戦術の変遷 調べ学習

Google ドキュメント



実践内容

○オリンピックに関する調べ学習、レポート作成

保健体育

スプレッドシート

○スポーツのルールと戦術の変遷 調べ学習

Google ドキュメント
情報収集
レポート作成



良かった点

保健体育

・事前にレポートを提出課題にしておくこと
ですぐに提出状況を確認できるのでよか
った。
・ドキュメント上で添削やコメントができる
ので、すぐに生徒と共有できる。
・机上ですぐに調べることができたので
よかった。
・文章の訂正が安易。

・個々が興味のあるスポーツを調べること
ができた。生徒は自分のペースで調べた
り、まとめたりできた。

・レポート作成（ドキュメント）に想像以上
時間がかかってしまい、まとめまでた
どり着けなかった。クロームブックを使
用した授業展開のタイムマネジメントが
難しい。
・クロームブックの配付に時間がかかる。

・準備と片付けに時間がかかった。
・調べたことを共有する場面を設けられ
なかった。

良くなかった点



実践内容

○美術鑑賞

○旋律創作およびアレンジ

芸術・家庭

Google form
Googleドキュメント

○調べ学習・グループ発表



実践内容

○美術鑑賞

○旋律創作およびアレンジ

芸術・家庭

Google form
Googleドキュメント

○調べ学習・グループ発表

美術鑑賞
旋律創作
調べ学習
グループ発表



良かった点

芸術・家庭

・事前にキーワードを与え、ポイントを絞って
情報を検索し、作品の制作意図や表現形
態、制作者の作家歴、後の美術界に与え
た影響などを比較的短時間で調べること
ができた。
・全員の鑑賞の感想や意見をリアルタイム
で見ることができるので自分とは異なるポ
イントや感想が解る。
・Googleフォームでの回答だけでなく、口頭
で発表することで新しいポイントを共有し
合い、さらに学習が発展できる。

・記譜能力や演奏の技能の程度に関係なく、
創作活動を進められたこと。
・イヤホンを使用することで、周囲の音を気に
することなく、活動できたこと
・生徒の進捗状況に合わせてリアルタイムで
教師が個別に改善点や良い点についての
コメントを送れること。
・生徒の作品を全員で共有しやすること。

・インターネットが自由に使えること。
・発表原稿がグループですぐに共有できること



良くなかった点

芸術・家庭

・画面が小さいので、鑑賞する作品のリアリ
ティがやや乏しい。（大スクリーンでの投
影を並行した）
・授業で実技（絵を描いたりものを造ったり
する時）を行う状況ではクロームブックを
机上に置くスペースが足りなくなるので、
現時点では鑑賞の授業向きかもしれない。
・画材や用具の準備と合わせてクローム
ブックの配布と回収に時間が割かれると
授業の正味の時間がかなり減少する。

・特になし

・配布・収納に時間を要するので、
一人一台が望ましい。



実践内容

○生殖医療に関する自分の意見(アリかナシか)をGoogleフォームで入力

○講義の中で気になったことを自分で検索して調べる
○再生医療に関する自分の意見(アリかナシか)をGoogleフォームで入力

○生殖医療と再生医療について調べて、Googleドキュメントでレポート作成

人間科学

Google form
Googleドキュメント



実践内容

○生殖医療に関する自分の意見(アリかナシか)をGoogleフォームで入力

○講義の中で気になったことを自分で検索して調べる
○再生医療に関する自分の意見(アリかナシか)をGoogleフォームで入力

○生殖医療と再生医療について調べて、Googleドキュメントでレポート作成

人間科学

Google form
Googleドキュメント

意見の集約
情報収集
レポート作成



良かった点

人間科学

・結果の円グラフをプロジェクタで写し見せ
ると、全員がアリとした「体外受精」や、意
見が分かれた「代理出産」など、どの項目
でも生徒の反応がよく、その後の講義の
導入として効果的であった。

・授業の最初からクロムブックを起動させて
おくことで、講義の中で出た「冷凍動物
園」や「ntES細胞」などのキーワードから
気になったことをすぐに調べることができ
た。
・授業の後半にGoogleフォームを使ったこと
で、その後のグループでの意見交換がよ
り活発になった。

・手書きと異なり、書き直しや写真などの
資料の貼付けが容易である。
・フォントなど最初から指定したものを配布
するため、見やすい。
・提出物の管理が容易。

良くなかった点

・特になし

・生徒によってはインターネットの文章の
コピペになる可能性がある。(手書きに
しても同じ？)
・時間が少し足りなかった。



実践内容

ＳＳ課題研究

○グループごとに共有フォルダを作成した。

○レポートを提出させた。

AI課題研究Ⅲ

○レポートを作成・提出させた。

○レポートを作成・提出させた。

NS探究β

作業の集約
情報収集
レポート作成



良かった点 良くなかった点

ＳＳ課題研究 AI課題研究Ⅲ NS探究β

・一人1台でそれぞれ作業したものを、グル
ープのフォルダに入れることにより、作業
を効率化できる。

・ Chromebookの配付及び回収・収納に
時間がかかる。

・クラスルームを通じて課題の提示やレポ
ートの回収が簡単に行えた。

・ クラスルームを通じてレポートのやり取り
が簡単に行えた。

・ Chromebookの配付及び回収・収納に
時間がかかる。

・ Chromebookの収配に時間がかかる。

・課題提示やレポート回収をスムーズに行
えた。

・ Chromebookの収配に時間がかかったり、
操作に慣れていない生徒が一定数いる。



まとめ 授業での実践① 「まずは使ってみよう」から

集約が容易 資料の添付が容易
一斉に作製 全員で共有
すぐに検索・入力が容易 リアルタイムで
印刷・採点の手間が省ける 家で続きができる
その場で弱点理解、正答率 自分のペースでできる
提出確認が容易 保存し忘れもない
自らの習熟度に応じて 実感できる
意見交換がより活発 イメージしやすい

「良かった点」



まとめ 授業での実践① 「まずは使ってみよう」から

配付と回収に時間 操作が不慣れ
実質授業時間が短くなる 説明が多くなる
ネットのコピペ 手元に残るものがない
資料へ書き込みができない
深く考えさせる時間が少なくなる
どこまでも時間をかけてしまう
１つ１つドキュメントファイルを開く必要
Wi-Fiが弱くて接続できない
クロームブックを机上に置くスペースが足りない

「良くなかった点」



まとめ 授業での実践①「まずは使ってみよう」から

まずは使う・慣れることが①の目的であったため、

スプレッドシート・フォーム・ドキュメントやネットでの検索・
YouTube・ジオジブラ・シミュレーションサイトの使用やレポート
作成・地図・レター、エッセイ作成等、各自で行うことの使用が
多くなり、生徒の「個別最適化」に対しては活用はできていた。

個々の生徒のものを教員が集計し、スクリーンに映すことで共有
するといった使用もあったが、まだ「共有」することで思考力を
深めるといった活用はまだ少ない。

操作に不慣れ・配布や回収に時間がとられることへの改善も必要。

10月からの授業での実践②へ


